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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

(注) 平成22年3月期第1四半期より連結財務諸表を作成しているため、平成22年3月期第2四半期における対前年同四半期増減率の記載は しており    
ません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,854 6.8 574 28.9 579 28.9 320 30.8
22年3月期第2四半期 7,357 ― 445 ― 449 ― 245 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 33.19 ―

22年3月期第2四半期 25.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 11,091 5,817 52.5 602.70
22年3月期 11,008 5,578 50.6 577.39

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,817百万円 22年3月期  5,574百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00

23年3月期 ― 8.00

23年3月期 
（予想）

― 8.00 16.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 3.9 1,300 7.0 1,300 6.4 650 3.6 67.32



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・ 
   手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取 
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい 
ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事 
項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】4ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  9,868,800株 22年3月期  9,868,800株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  215,630株 22年3月期  214,612株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  9,653,424株 22年3月期2Q  9,656,340株
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当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部景気の悪化に底打ちの兆しが見られるもの

の、不安定なヨーロッパ経済や米国経済の低迷などで為替相場は円高に大きく振れ、企業収益への影響

が懸念されるなど、いまだ先行きは不透明な状況にあります。 

食品業界におきましても、依然として消費者の節約志向は強く販売単価は下落傾向であり、業種・業

態を超えた競争が激化しております。 

このような状況のもと、当社は、営業体制の強化及びきめ細かなマーケティングに注力し、市場ニー

ズを捉えた製品を積極的に市場投入するとともに、当社の強みである素材の持ち味を活かした提案型の

営業活動を展開してまいりました。 

また、食卓の豊かさや素材への興味を喚起する企画として「野菜ふれあいキャンペーン」を実施し、

食育の側面からも消費者コミュニケーション活動を強化いたしました。 

以上の結果、当第2四半期累計期間の売上高は、78億54百万円（前年同期比106.8％）となりました。

また、利益につきましては、食品事業における主力商品、新製品の販売が好調に推移したことから、営

業利益5億74百万円（前年同期比128.9％）、経常利益5億79百万円（前年同期比128.9％）、四半期純利

益3億20百万円（前年同期比130.8％）となりました。 

事業におけるセグメントの概況は以下のとおりであります。 

<食品事業> 

たれ類は、前年同期並みで推移いたしましたが、地域密着型の身近でおいしい郷土の名物料理として

発売した『鮮魚亭 うなぎひつまぶしの素』や若い世代向けの購買層を意識した『ガツめしのたれ』は

好調に推移しました。 

スープ類は、猛暑の影響で夏場の売上が鈍ったものの、お客様のニーズに応えるべく、洋風鍋をはじ

めとする新テイストの鍋スープを追加し、ラインアップの強化を図りました。なかでも、前年大幅伸長

した『白みそ仕立て チーズ鍋スープ』を筆頭に、新製品『野菜をいっぱい食べる鍋 トマトチーズ鍋』

『香り豊かな 味噌バター鍋』の市場導入が進み売上高の伸長に貢献しました。 

ソース類では、小容量低単価で素材との連動性を活かした多品種展開で高い支持を得たぱぱっと逸品

シリーズ『蒸しサラダソース』、メニュー専用調味料の拡充をはかった『トンテキの素』が内食志向の

トレンドにも乗り、大幅に売上高を伸ばしました。 

粉末調味料類は、業務用が前年同期売上高を大きく上回ったものの、『味・塩こしょう』は前年同期

大幅増の反動により減少となりました。 

青汁類は、売場コンクールを積極的に展開した効果で回復基調となりましたが、ドレッシング類は、

夏場の猛暑で葉物野菜の高騰要因もあり前年実績を下回りました。その他では、野菜の新しい食べ方提

案により、『パリ麺サラダ』が好評を博し前年実績を大きく上回りました。 

以上の結果、食品事業の売上高は78億10百万円（前年同期比106.5％）となりました。 

<外食事業> 

外食事業の当第2四半期連結会計期間末の店舗数は、「焼肉ダイニング俊輔」を閉店したため、２店

舗（「博多もつ鍋 来しゃい」日本橋店、虎ノ門店）となりました。 

「博多もつ鍋 来しゃい」では、品質の向上にこだわり「お客様満足度の向上・価値感の高い商品」

を向上させるための基盤づくりに継続して注力してまいりました。 

以上の結果、外食事業の売上高は43百万円（前年同期比204.2％）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ83百万円増加し、110億91百万円と

なりました。固定資産が総資産の54.4％を占め、流動資産は総資産の45.5％を占め、繰延資産は総資産

の0.1％を占めております。主な資産の変動は、「現金及び預金」が6億37百万円減少し、「受取手形及

び売掛金」が3億84百万円、「商品及び製品」が3億1百万円増加したことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ1億56百万円減少し、52億73百万円となりました。流動負債が負債

合計の67.6％を占め、固定負債は負債合計の32.4％を占めております。主な負債の変動は、「未払法人

税等」が2億32百万円、「長期借入金」が1億4百万円それぞれ減少し、「買掛金」が1億57百万円増加し

たことによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ2億39百万円増加し、58億17百万円となりました。主な純資産の

変動は、配当77百万円と四半期純利益3億20百万円により「利益剰余金」が2億43百万円増加したことに

よるものです。これの負債・純資産合計に占める比率は、52.5％であります。 

  

②キャッシュ・フローの状況の分析 

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、13億70百万円

となり、前連結会計年度末に比べ6億36百万円減少いたしました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益5億51百万円、減価償却費2億65百

万円等による増加と、売上債権の増加3億84百万円、棚卸資産の増加額3億17百万円、法人税等の支払額

4億80百万円等による資金の減少により、前年同四半期比で、2億49百万円支出増の2億54百万円の純支

出となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の44百万円により、前年同四

半期比で1億90百万円支出減の47百万円の純支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済1億4百万円とリース債務の返済1億52百万

円、配当金の支払額77百万円等の支出により、前年同四半期比5億74百万円支出増の3億35百万円の純支

出となりました。 

  

平成23年3月期の業績予想につきましては、現時点では平成22年8月4日に公表しました数値から変更

しておりません。 

  

  

  

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

簡便な会計処理 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。 

② 経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きいもの、又は重要性の乏しいものについては、合理的な算定方法による概算

額で計上する方法によっております。 

  

特有の会計処理 

① 原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ

解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産又は流動負債として繰延べる方法を採用しておりま

す。 

② 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

① 会計基準等の改正に伴う変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。 

② ①以外の変更 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,370 2,007

受取手形及び売掛金 2,294 1,910

商品及び製品 775 474

原材料 240 223

その他 452 426

貸倒引当金 △87 △74

流動資産合計 5,046 4,967

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,721 1,740

土地 2,243 2,243

リース資産（純額） 642 637

その他（純額） 557 521

有形固定資産合計 5,164 5,143

無形固定資産 33 34

投資その他の資産

投資その他の資産 842 855

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 838 851

固定資産合計 6,037 6,029

繰延資産 7 10

資産合計 11,091 11,008
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,347 1,190

短期借入金 209 208

未払金 909 847

未払法人税等 269 501

賞与引当金 420 398

役員賞与引当金 14 24

その他 395 409

流動負債合計 3,565 3,580

固定負債

長期借入金 480 584

退職給付引当金 325 305

役員退職慰労引当金 393 465

その他 509 493

固定負債合計 1,708 1,849

負債合計 5,273 5,429

純資産の部

株主資本

資本金 870 870

資本剰余金 379 379

利益剰余金 4,677 4,434

自己株式 △114 △113

株主資本合計 5,813 5,570

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4 3

評価・換算差額等合計 4 3

少数株主持分 － 3

純資産合計 5,817 5,578

負債純資産合計 11,091 11,008
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 7,357 7,854

売上原価 3,717 3,975

売上総利益 3,640 3,879

販売費及び一般管理費 3,194 3,304

営業利益 445 574

営業外収益 23 28

営業外費用 20 23

経常利益 449 579

特別損失 0 27

税金等調整前四半期純利益 449 551

法人税、住民税及び事業税 206 235

少数株主損失（△） △1 △3

四半期純利益 245 320
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 3,928 4,093

売上原価 1,978 2,045

売上総利益 1,950 2,047

販売費及び一般管理費 1,654 1,723

営業利益 295 324

営業外収益 14 16

営業外費用 10 13

経常利益 299 327

特別損失 0 27

税金等調整前四半期純利益 299 300

法人税、住民税及び事業税 128 143

少数株主損失（△） △1 △1

四半期純利益 172 158
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 449 551

減価償却費 290 265

賞与引当金の増減額（△は減少） 51 22

売上債権の増減額（△は増加） △455 △384

たな卸資産の増減額（△は増加） △327 △317

仕入債務の増減額（△は減少） 248 157

その他 △65 △55

小計 190 238

法人税等の支払額 △183 △480

その他の支出 △12 △12

営業活動によるキャッシュ・フロー △5 △254

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △233 △44

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

その他の収入 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △237 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50 －

長期借入れによる収入 800 －

長期借入金の返済による支出 △63 △104

社債の償還による支出 △300 －

リース債務の返済による支出 △168 △152

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △77 △77

財務活動によるキャッシュ・フロー 239 △335

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3 △636

現金及び現金同等物の期首残高 1,438 2,007

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,434 1,370

㈱ダイショー（2816）　平成23年3月期　第2四半期決算短信

－ 9 －



当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める食品事業の割合が、いずれも90％を
超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

本邦以外の国または地域に連結子会社及び在外支店は存在しないため、該当事項はありません。 

  
前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計額、営業利益の合計額及び資産の合計額に占める外食事業の割合
が、いずれも10％に満たないため、セグメント情報の記載を省略しております。 

  
(追加情報)   

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17
号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

〔セグメント情報〕

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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